




















This study airns to exanline the effect of improving sociability in abused children,through the
implementation of rmusic play"The children were indined toward a lack of sociabilit沸[Remark
l]ⅥアhiCh iS a characteristic of abused children, and due to this they experienced difficuhies in
hving in their nursing faclity as well as in the kindergarten.To address this, `frnusic play" was
conducted in groups in the children's nursing facility twice a month, totaning 20 tilnes
(approximately 45-50 minutes for one session)over a pettod of eight months,The level of skiH
of child A was exanlined through a skil卜l vel survey in which the levels of co―operation, el年
restraint, and self―expr ssion wvere assessed through an interview conducted by a childcare
worker after the implementation of each music play session, Additionally, the method of
evaluation used by the childcare worker in charge involved providing scores by utilizing a
sociability scale questionnaire.This study demonstrated that “mus c Play'' developed sociability
in abused children.
キーワード:被虐待児 音楽遊び 社会性 音楽療法
key word :abused children,music play,sociability,music therapy
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れないこと,そして前奏と間奏,後奏の違いがわからな
いという音楽経験不足の問題もあった。声域に関しては,
6歳にしてはだいぶ狭いものであつたため,声域に十
分配慮し,A児が歌いやすい調に移調して実施するよう
心掛けたところ,曲の最後まで歌い通すことができた。さ
らに伴奏を複雑な和音ではなく,主旋律だけの単音とし
たことで,同年齢の発達段階のスキルには程遠いもの
の,音が取れるようになった。また、前奏・間奏・後奏の
意味を理解させたうえで,編曲の工夫により歌に入るタ
イミングをわかりやすくしたことで,フレーズの頭から歌
えるようになった。このことから,ゆっくりとした時間の中で
理解しやすいような音楽指導を工夫することの大切さを
感じるとともに,被虐待児であるからできないのではなく,
音楽経験の不足がこのような結果をもたらしているという
視点を持つことの大切さを感じさせられた。通常は,養
育者が生活の中で歌って聴かせることで子どもは歌うこ
とを自然に覚えるものであるが,虐待された子どもたち
はそうした経験が欠如しているため,歌うことになじめな
いのである。なお,曲を最後まで歌えるようになっても,
一本調子で抑揚のない歌い方が見られたので,曲に合
わせて手で波を打つことや音楽に合わせて軽く体を揺
らすなどを行ったところ,歌い方に改善が見られた。
「カレーライスJを歌いながらパネルを見ていたA児が,
「スプーンがないとたべられないよ」と発言したことから遊
びが発展し,不織布にクレヨンでスプーンを描き,さら
に「カレーライスは辛いからお水がほしい」という意見か
らコップをつくるなどのこともあった。
他にも子どもの想像力から及々と遊びが展開し,個か
ら集団へと広がっていくのが認められた。このように活動
を進めながら次第に相手の気持ちをくみ取るスキルを身
に付けていったことがうんヽがわれる。
「リトミックJは,即興音楽とその中に呼びかけ技法を
取り入れるやり方で実施した。さらに,子どもたちの状況
に応じたテンポや伴奏法′ょどを工夫した。最初,A児は、
音楽を聴かず,ただ走り回るだけであり,休符を完全に
無視して休まなかったり,逆に休みすぎたりする状況が
あった。そこで,体符のところで「止まる」と言いながら動
きを停止させるようにしたところ,音楽をよく聴こうと心力S
けるように変化していった。また,停止するだけでなく,
音楽に合わせて動きがあり,音楽の変化を聞き分けでき
るようになった。さらに,長調から短調に転調すると「暗く
なった」といい,知っている曲がラテン系のリズムに変化
すると「楽しくなった」などと変化を言葉で表現するように
なった。音楽をよく聴くようになったころより,セラピスト(筆
者)の指示をよく聞くようになったことも注目すべきことで
ある。それは,即興音楽が可能性を広げ,豊かな音楽
の世界を構築できることにより,A児が音楽との一体感を
作り上げることができるよう1こなっていったことを示すもの
と思われる。
V.結論
本研究では,虐待による後遺症が特に重いA児を含
め,5名の被虐待児を対象として「音楽遊び」のセッショ
ンを実施し,その結果,虐待による後遺症を改善する上
で音楽遊びに一定に効果があることが見いだされた。し
かし,厳密な意味での対照群は設けていないので,セ
ッションを通して見られたA児の社会性の改善・向上が
どこまで音楽遊びの効果によるものであるかは確定でき
ない.また,虐待によって深く傷つけられたA児の心が,
音楽遊びのセッションによってどう変化したのか,その内
部までは計り知ることができない。しかし,20回にわたる
セッションを通して現われたA児の変化は,音楽がA児
の傷ついた心に癒しの効果をもたらしたことを示すもの
であることは確かだといってよいだろう。考察で示したよ
うに,当初は自己中心的で粗暴に見えたA児の様子が,
セッションを重ねるごとに和らぎ,仲間の存在を気にか
けるまでに変わっていったのは,間違いなく音楽遊びの
効果と考えられる。また,最後のところで指摘したように,
休符をめぐるA児の濠!的な変化は,音のない空間の意
味を知ることによって音楽の喜びを一層深く味わえるよう
になったことを示唆するものである。これらのことから,凍
りついたA児の心を溶かし始め,生きる喜びをわずかに
でも味わわせるのに,音楽が大きな効果をもったことは
間違いないといってよいだろう。
とはいえ,本研究では,A児の様子を把握しながらセ
ッションのやり方を工夫したことが一定の効果をもたらし
たということであり,虐待の態様や子どもの個性,あるい
はセッションの工夫のしかたによっては,いつでも同様
の効果が得られるとは限らない。
今後は,音楽遊びの何が,虐待されて凍りついた心
の琴線に触れたのかを,さらに掘り下げて解明する必要
がある。他方,たとえ音楽遊びに効果があるとしても,現
状では音楽遊びを実施できる指導者が少ないという問
題がある。そこで,音楽遊びのセッションの進め方につ
原著論文
いても,高度な訓練を受けていない人でも実施しうるよ
うにするにはどうしたらよいかを検討することも,重要な
課題であると考える。
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